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令和７年第２回定例会（６月）
審 議 結 果

議案番号 件　　　　　名 結果

議案第28号
総

五霞町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
全員
賛成地方公共団体情報システムの標準化に関する法律に基づきシステム移行に伴い、

情報連携するための条例の一部改正
議案第29号

経
町道の廃止について 全員

賛成江川・幸主・冬木地内に位置する５路線を廃止
議案第30号

経
町道路線の変更について 全員

賛成江川・幸主地内に位置する１路線を変更
議案第31号

経
町道の認定について 全員

賛成江川・幸主・冬木地内に位置する６路線を認定

議案第32号

財産の取得について（五霞町立小中学校学習用タブレット端末等購入）
全員
賛成

○契約方法　随意契約　　　○契約金額　3,057万8,000円
○契約相手　茨城県つくば市春日２丁目26番３号
　　　　　　リコージャパン株式会社デジタルサービス営業本部茨城支社

議案第33号
総 経

令和７年度五霞町一般会計補正予算（第１号） 全員
賛成補正額　１億8,453万6,000円増　　補正後総額　64億4,453万6,000円

議案第34号
総

令和７年度五霞町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 全員
賛成補正額　44万円増　　補正後総額　８億4,644万円

総＝総務文教委員会付託　　経＝経済建設委員会付託

 報　告
　○令和６年度五霞町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告
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常任委員会 Q＆A

昨年度まで国土交通省に貸付けを行っ
ていた土地を、今年度から町で管理を
するとのことだが、今後の利活用予定
はあるのか。
ほかの町有地も含め、民間業者へ土地
利用の募集をしていく予定です。

除草作業委託料を170万円増額補正す
るとのことだが、年何回を予定してい
るのか。
年３回を予定しており、花火大会の開
催前に２回目を実施する予定です。

適正土地利用推進事業の委託料5,400
万円を増額補正する理由は。
現在、複合庁舎整備事業と合せて、町
民の生活利便性向上のために、商業施
設の誘致を進めています。事業を進め
るに伴い、測量調査、道路設計、地質
調査、物件補償業務等の調査費をお願
いするためです。

測量調査の対象範囲はどこになるのか。

複合庁舎建設予定地周辺整備の事業区
域から、約10メートル外側まで現況調
査を行います。

実際に商業施設が誘致されると、周辺
道路が混雑するおそれがあるが、問題
はないのか。
事業者決定後、混雑状況や周辺道路等
を精査しながら、対応をしていきます。

現在の人数と来年度の採用方法は。

現在、３人が町に赴任して活動をして
おり、新たに２人を採用する予定です。
業者に委託をし、町が求める人物像に
合う方を選定して、町で面接をします。

情報・防災ステーションごかについて
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地域おこし協力隊について

複合庁舎建設予定地周辺整備について

Q
A

A
Q高齢者の新型コロナウイルス予防接種

人数は。
令和６年度は、高齢者2,955人に対して、
431人が接種をしています。

A
Q

Q

A

新型コロナウイルスについて

※地域おこし協力隊とは…
　人口減少や高齢化などの進行が著し
い地域において、地域外の人材を積
極的に受け入れ、「地域おこし」の支
援を行いながら、地域への定住・定
着を図る取組です。

常任委員会

昨年度まで国土交通省に貸付けを行っ
ていた土地を、今年度から町で管理を
するとのことだが、今後の利活用予定
はあるのか。

除草作業委託料を170万円増額補正す
るとのことだが、年何回を予定してい
るのか。

適正土地利用推進事業の委託料5,400
万円を増額補正する理由は。

測量調査の対象範囲はどこになるのか。

実際に商業施設が誘致されると、周辺
道路が混雑するおそれがあるが、問題
はないのか。

現在の人数と来年度の採用方法は。
高齢者の新型コロナウイルス予防接種
人数は。
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問　行政区の現状について。
 総務課長 　全国では、昭和
40年代に現在の体制が確立し、
本町も現在の組合が組織され
たものと思われます。加入率
は、令和６年では80％以上の
行政区が５行政区、60％以下
の行政区が５行政区でばらつ
きがあります。町としては、
町民の意見などを踏まえ状況
を分析し、全国の好事例も参
考にしながら、将来にわたり
持続可能なより良い行政区の
あり方を検討していきます。

行政区のあり方について

問　現在の行政区について、
どのように考えているか。
 総務課長 　行政事務の推進
と地域コミュニティの役割を
担っています。町では、行政
区に対して広報紙の配布や町
への意見・要望のとりまとめ
等をお願いしています。ま
た、行政組合を脱退する理由
は、高齢、体調不良、役員の
業務負担などがあり、背景に

問　今後、行政区をどのよう
に「より良い姿の検討」をし
ていくのか。

新
あ ら

井
い

　庫
こ う

 議員

ここが聞きたい　一般質問
※質問及び答弁については、６月定例会における内容となりますので、
現在の状況と異なる場合があります。
※紙面の都合で発言を要約して掲載して
　います。

一
般
質
問

 総務課長 　今年度から町と
行政区の役員等と検証を進め
るため、行政区に出向きヒア
リングを実施し、町からの依
頼事項の整理など行政事務の
円滑化・効率化に係る検証を
行います。令和８年度には持
続可能な行政区のあるべき姿
を構築し、令和９年度以降に
実証していきます。

は、少子高齢化や住民の価値
観の多様化、地域コミュニティ
の希薄化が影響していると思
われます。

多くの人で賑わう元栗橋の夏祭り（八坂神社祭礼）

⾏政区別加入状況
令和 6 年 4 月 1 日現在

⾏ 政 区 世帯数 組合加入⼾数 組合加入率
元 栗 橋 363 205 56.5%
川 　 妻 153 121 79.1%
小 手 指 179 114 63.7%
堀 之 内 192 54 28.1%
新 幸 谷 68 51 75.0%
小 福 田 191 109 57.1%
大 福 田 116 104 89.7%
山 王 山 76 70 92.1%
山 　 王 57 54 94.7%
江 　 川 169 102 60.4%
幸 　 主 121 102 84.3%
冬 　 木 104 87 83.7%
両 新 田 28 21 75.0%
土 与 部 175 105 60.0%
原 宿 台 1,098 266 24.2%

合　計 3,090 1,565 50.6%
※上記の世帯数は、世帯分離や会社寮入居者等を除く。
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問　支援事業について
　本町では様々な講座が行わ
れ、一定の成果を上げている
と感じる。しかし、開催期間
の空白があったり、開催頻度
が少ないといった課題がある。
そこで、「ひばりの里」を利用
し、通年かつ回数を増やして、
高齢者の交流と体力維持を目
的とした施策を実施すべきと
考えるが。
 健康福祉課長 　「ひばりの里」
を有効活用し、フレイル予防
や生活習慣病予防の教室など
を開催し、介護予防の推進を
図っていきます。

フレイル（虚弱）の予防について

高齢者の支援について

猿
さ る

橋
は し

　正
ま さ

男
お

 議員

問　成年後見制度について
　本町では、様々な施策が実
施されているが、成年後見制
度の事業はない。古河市では
「成年後見サポートセンター
こが」を運営している。本町
でも、成年後見制度の支援事
業を展開すべきと考えるが。
 健康福祉課長 成年後見制度
について周知を行うとともに、
社会福祉協議会と連携・協力

問　ヘルストレーニングルー
ムの設置について
　高齢者にとって運動は多く
のメリットがあり、継続的な
運動習慣の定着で健康寿命の
延伸に繋がる。近隣の古河市
では、市民の健康づくりを推
進する場として、２つの施設
にヘルストレーニングルーム
を設置している。本町におい
ても、既存施設を活用して、
同様の取組が可能か。
 健康福祉課長 　今後、ヘルス
トレーニングルームの設置も
含め、高齢者の運動習慣定着
のために効果的な事業を、周
辺自治体や事業所を参考に検
討していきたいと思います。

問　補聴器の購入補助について
　加齢による聴力低下の方が
増えているが、補聴器が高額
のため購入を控える方が多く
いる。聞こえの改善は、円滑
なコミュニケーションを可能
にし、社会参加の促進やフレ
イル予防にもつながる。そこ
で、高齢者が補聴器を購入し
やすくなるよう、町として購
入補助制度の創設を検討すべ
きと考えるが。
 健康福祉課長 　今後、周辺自
治体の動向もみながら補聴器
の購入補助を検討していきた
いと考えています。

しながら、必要な支援体制を
構築していきます。

問　有償ボランティア（協力
会員）の報酬額の引き上げに
ついて
　在宅福祉サービス運営事業
は、高齢化が進むほど重要で
あり、協力会員の拡充が不可
欠である。物価高騰や賃金上
昇を考慮すると、報酬水準の

見直しが必要である。協力会
員の安定確保に向けて、報酬
額の引き上げを検討すべきと
考えるが。
 健康福祉課長 　非営利的な有
償によるサービスであり、現
在の報酬額を勘案すると、引
き上げは難しいと考えていま
す。今後も協力会員の育成、
積極的な勧誘を行い、事業の
充実に努めていきます。

元気はつらつ倶楽部（ひばりの里）
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令和７年 第３回定例会 （９月） の予定
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

本会議
（開会） 常任委員会 常任委員会 決算特別

委員会
7 8 9 10 11 12 13

決算特別
委員会

決算特別
委員会 一般質問 一般質問 本会議

（閉会）
14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

※日程は変更になる場合があります。 詳しくは、 議会事務局へお問い合わせいただくか、 町公式ホームページをご確認ください。

ライブ中継
※開会日・一般質問・閉会日のみ

　ライブ中継は、役場庁舎１
階小会議室もしくは２階委員
会室にて、ご自由にご覧いた
だけます。お気軽にお立ち寄
りください。

録画配信

　本会議の模様を録画して配
信をしています。
ＹｏｕＴｕｂｅ
「五霞町議会
公式チャンネル」

編集後記 編集委員　猿橋 正男

　９月１日は「防災の日」です。この日は、関東大震災が発生した日で
あり、台風シーズンを迎える時期でもあります。私たちの町は、四方を
河川に囲まれており、水害のリスクを常に抱えています。さらに、今後
は大規模な地震の発生も懸念されています。災害に備えるうえで最も重
要なのは「自助」―まずは自分自身の命を守る行動をとることです。そ
して次に「共助」―地域の人々と助け合い、支え合うことが求められます。
　日頃から防災への意識を高め、非常時に備えた準備を怠ら
ないことが、被害を最小限に抑えるために何よりも大切です。

を開催します
　五霞町の近い未来を担う中学生が、議会議員となり、町議会の模擬
体験を通じて、町が直面する様々な課題について考え、自らの言葉で
提案を行う「五霞町中学生議会」を開催します。

　■日　時　11月14日（金）　午後２時　開会予定
　■場　所　五霞町議会議場
　■参加者　五霞中学校生徒、学校関係者
　　　　　　町長、副町長、教育長、関係課長、町議会議員等
　■その他　一般の方の傍聴も可能ですので、ぜひお越しください。


